
2017 年度第 1回教育課程編成委員会議事録 

（トラベル科・鉄道科・テーマパーク科・エアライン科・語学集中科・ホテル科・ブライダル科・デュアル科） 
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企業側（9名） 

【トラベル・テーマパーク・鉄道】 

・石井光彦氏（株式会社 旅行綜研  代表取締役） 

・有賀義信氏（一般社団法人日本旅行業協会関東支部千葉県地区委員会 委員長） 

・山口晋司氏（千葉都市モノレール株式会社  総務部次長） 

・酒井大之氏（東日観光株式会社船橋支店 支店長） 

【テーマパーク】 

・伊藤弘美氏（イオンモールキッズドリーム合同会社 マネージャー） 

【エアライン・語学集中】 

・鈴木 繁氏（株式会社 ジャッツ成田空港事務所  副所長） 

・松本克己氏（一般財団法人成田国際空港振興協会  総務部総務課課長） 

【ホテル・ブライダル】 

・國府昭義氏（シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル  人事総務部長） 

・飛田和子氏（公益社団法人日本ブライダル文化振興協会 人材育成委員会 委員） 

学校側（11 名） 

瀧・矢口･足澤・竹ノ谷・湊・北原・澤田・小川・矢野・石神・茂野 

 

議 

 

 

事 

 

 

録 

 

 

【全体会】 

１．校長挨拶（瀧） 

昨今、マスコミを通して、大阪の学園問題の話題が上ることが多いが、こうした大人達のやりとりを見て、

「若者は何を思うのか。」と教育に携わる人間として考えることがある。専門学校の教育とは学校だけでは

成就せず、企業と連携をしないと成立はしない。今後も企業の方々のご協力を賜りたい。 

卒業した学生の離職率を見ていると、3 年以内で就職先を辞めている学生が多いと実感している。 

企業様の率直なご意見を伺い、活発な意見交換の場としたい。 

 

２．新任メンバーご紹介（矢口） 

  ・一般社団法人 日本旅行業協会 関東支部 千葉県地区委員会  有賀 義信氏 

  ・シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル  國府 昭義氏 

  ・イオンモールキッズドリーム合同会社  伊藤 弘美氏 

 

３．配布資料、及び、就任承諾書の確認（矢口） 

 

４．情報公開について（矢口） 

委員会メンバー皆様に議事録を事前確認いただいた上で、弊校 HP に公開させていただくことになります 

のでご承知頂きたい。 

 

５．全体会「2018 年カリキュラム 共通科目」について 

〈全科共通科目について〉 

矢口 ：教育の基本方針として掲げているのが、「ホスピタリティ」、「臨機応変」、「国際感覚」、「即戦力」、 

「挑戦」としている。逞しい人材を育てる＝自立へつながる。 

共通科目の一つとして、「パソコン」があるが、普段から携帯電話が必需品となっている為、 



タブレットは使えるが、キーボードを扱えない学生が増えている。 

〈内定後の教育について〉 

矢口 ：現在、企業からの内定を頂戴するのが、1年後期から 2年前期へと例年と比べ、時期が早まって 

いる。内定が出始めると学生が油断してしまう傾向にあり、特に、2年前期における指導が必要 

となる。 

〈職業人の育成について〉 

矢口 ：就職担当職員が「キャリアデザイン」という科目を担当している。 

竹ノ谷：「キャリアデザイン」とは、働くということはどういうことか、を学生に理解してもらうことを目的

としている。LIFO は、『LIFO サーベイ』という自己診断を中核とした、人の強みに焦点をあて、強

みを活かすための方法論（プログラム）。自分の「強み」、「弱み」を自己分析し、自分と合わない人

とは、どういう性格なのか？その人との対応の仕方をどうすべきかなどを学ばせている。1 年前期

でプログラム完了となった。学生自身が「前向きになれた」との声があり、ある程度の成果はあっ

たと考えている。 

〈意見交換〉 

山口氏：「ゆとり教育」を受けた最近の新入社員をみていると、昭和世代の感覚とは異なりを感じる。 

自分から何かをするという意識が低い。（上長として）指導をすると、謝罪はするものの、次に 

つながりづらい。成長力が乏しい。常識から指導をしないといけない人材がいる。 

國府氏：全科共通科目の一つとして、「IQ（知能指数）」ではなく、「EQ（心の知能指数）」の仕組を学ば 

せるのはどうか。Word、Excel のみならず、求めているものとして、SNS のスキルを期待したい。 

例えば、フォトジェニックな撮り方、Facebook の「いいね」の集め方等。一方で、Web ばかりに頼 

っていると、自分の好きなことしか集めない危険性もある。「情報を集める力」＝新聞や自分の引 

き出しを増やすことが必要だと感じている。 

また、自身（自分）で「考える力」を養う授業があっても良いのでは。現場でも言われたことは 

するが、自分から行動に起こさない若手社員が多い。学生時代にイベント制作や辛い経験をする 

ことで自信にもつながるのではないかと感じる。 

小川 ：ブライダル科では、「イベントプロモーション」という科目で、社会の厳しさ＝上下関係ではなく、

フラットな関係性を大切にしており、イベントを創り上げる楽しさを感じられる授業運営を行って

いる。 

矢口 ：学生に SNS の規制をかけていたが、新たな発想を聞かせていただいた。 

矢口 ：「卒業研究」という名のもと、学生生活の集大成として卒業論文を作成させている。今年から近隣の

図書館を有効利用している。 

有賀氏：卒業生の離職率が高いとのことであったが、学校として離職理由の分析をしているのか。 

竹ノ谷：現時点で正確な数字としての分析はしていない。これまでは、「夢を叶えるため」であったが、 

最近では、（国からの教育要請もあり）職場に入ってからの指導も行うようにしている。 

※退職願いを LINE で上長に申し出た学生もいた事例を紹介 

瀧  ：卒業生の離職に関する追跡調査は行っていない。いかに辞めないか。職業意識を持たせることを 

テーマとして科目構成をしている。 

酒井氏：人間力はどの企業でも必要。学校だけに期待しているのではなく、企業でも教育をしなければ 

ならないと感じる。 

石井氏：「教育」と「職業」がマッチングすることが１番望ましい。 

学んだことが具現化されることが理想であるが、実際の現場で活かせられるとは限らない。 

現場にはさまざまな職種があり、どのような職種にも対応できる「適応力」を身につけられると 

良いと思う。 

 

矢口 ：これまでに皆様から頂戴しましたご意見を少しずつではありますが、履修科目として取り入れて 



いる。 

     トラベル科、鉄道科・・・「日本の作法と文化」、ブライダル科・・・「Wedding English」 

瀧  ：皆様の貴重なご意見を伺いたく、改めて（ご意見を集約する）フォーマットを送付する予定。 

忌憚のないご意見をいただけたらありがたい。 

 

 

【分科会】 トラベル科・鉄道科・デュアル科 

 

１．次のプログラムが後期に行われる事を説明。（内容説明として前回の説明を引用） 

「日本の作法と文化」 

日本の作法と文化については、作法と文化、日本の四季のイベントを通じて正しい知識を習得し、日

本の文化を学ぶ。ブライダル科にて「作法と文化」の教鞭をされている先生に授業を依頼し遂行る。 

「日本の食文化」 

伝統料理と和食が、世界無形文化遺産となっている事を鑑み、正しく理解する。 

また、観光の観点から見直し、どんな所を外国人の方に紹介すれば良いのか等を考える。 

「English Communication」 

身振り手振りでも現場で伝わる英語を目指す、会話を中心とした授業とする。 

他の授業との違いについて、Travel English や Station English は、それぞれの業界に特化た、

お客様対応の英語ですが、この授業は話題のニュースなどをとりあげ話し合ったりする授業となる。 

只隈氏：まずは英語に慣れることを目指す授業でもある。※この授業は、日本語禁止などの制約を設けた

方がよい。 

「パソコンスキル」 

現在 1年生前期にあるが、習得まで至らない。旅行企画の授業などでパワーポイントを利用するの

で、プレゼン資料など作成できるレベルにする。また、就職後は、職場にてパソコンを使う機会が増

えるため、基本的なドキュメント作成も行えるように指導する。 

 

２．学科名称について 

竹ノ谷：前回の話し合いでご意見をいただき、「観光」というのがキーワードになることから観光という言

葉を入れる。大学等でも旅行などの学部名がなく、観光学部などになる。2019 年度の募集から観光

科トラベルコースとして進める予定。また、ツアーコンダクターコースで検索されることもあった

が、実際の学生数は少ない。その部分も１本にまとめて、観光科トラベルコースで募集を検討る。 

共通科目や細かい部分で何かあればご意見をいただければと思います。 

 

３．科目について 

酒井氏：キャリアデザインを取り入れたのはいいと思います。 

竹ノ谷：学事課より就職ガイドという言葉のご指摘を受け、既存プログラムを統合し、キャリアデザイン

と名称変更。大学でもキャリアデザインと名の授業がある。就職担当が行う授業となっている。 

酒井氏：就職担当の先生は、企業先と連絡をとり、状況や厳しさを知っているので直接学生に伝わるので

良いと思う。 

山口氏：専門科目で聞きたい。インバウンドの授業が鉄道にない、ディベート入門というのだけが鉄道に

あるが、その理由は？ 

竹ノ谷：コミュニケーション能力を向上させる意味で鉄道にいれている。また共通科目のグループコミュ

ニケーションもあるが、鉄道はそれプラスという意味合いでディベートを入れている。 

矢野 ：トラベルの方が外国人と接する場面が多いので、試験的に観光総合の学生などを交えて取り入れ

た。鉄道コースにインバウンドを取り入れていないのは、外国語などに拒否反応を示す子もいる



ため。しかし、今後はオリンピックも控えており益々訪日が盛んなので、鉄道コースにも導入を

検討している。 

山口氏：トラベル科のようなレベルでなくても、外国の方々への接する部分として必要と思うので入れて

もらいたい。 

竹ノ谷：1科目でなくても、４～５週だけでもそのような授業を入れることも検討したい。 

立石 ：接遇マナーと言う授業があるので、そのような授業でもインバウンドを検討したい。 

→導入する方向で次年度は検討する 

山口氏：すごくハードなカリキュラムですね。 

竹ノ谷：9月、10 月までの授業は、国家試験に向けた授業となる。2年生になると就活寄りとなる。 

2 年後期は卒業できれば良いとの雰囲気が漂い、正味１年が実質勉強できる期間のような雰囲気 

になっている。 

山口氏：１年の後期位から実習に行かれる方はいるのですか。 

竹ノ谷：鉄道は入学してから駅の実習に入る学生もいる。あとは国家試験の終わった後や冬休みになる。

鉄道トラベルだけが、実習に行くのが遅い。 

山口氏：単位数はどのように 

竹ノ谷：基本は５０分１コマで１５回授業を行って１単位としている。他の学校では、９０分授業で２単

位としている学校が多い。授業時間は変わらないが、科目数を精査して調整しようと取り組んでい

る。鉄道は、鉄道交通サービスとの名称になる。これはある方から今後はバスが伸びると言う伺

い、バスという言葉を入れず、フェリーやクルーズなどにも対応できるように交通サービスとし

た。昨年ぐらいからバス会社からオファーをいただいている。 

千葉市から路線バスや千葉モノレールについて山口さんに話はありますか。 

山口氏：千葉は９社バス会社が入っている。路線は市の政策でなくバス会社で構築されている。 

バスとの連携は上手くいっていない、というか力を入れていない。高齢者の方に対しては駅でな 

くその場で拾えることが重要課題となっている。 

竹ノ谷：今年はバス会社からの求人もあり、内定者も出ている。今後も増える可能性がある。 

有賀氏：専門科目について。特にトラベルが観光へということですが、専門学校は即戦力と認識してい

る。トラベル科のカリキュラムを拝見して、座学知識の詰込みが多いように見える。 

資格取得の観点からは、このようになるでしょう。しかし、国家試験の合格率とカリキュラムが 

必ずしも合っていないように思われる。そうであるならば、現場では国家試験よりむしろ業務知 

識や経験を積み即戦力としての方が重要。 

また、SNS など個人情報の意識が非常に希薄。どのような事が会社にとり痛手になるかなど会社に 

入る手前で教え込むことが必要ではないかと思う。専門学校から来た社員に聞くと資格取得のた 

めの授業だったと云うことを聞くので、もっと根本的な仕事上で必要なことを教えるのも重要 

かと思う。 

竹ノ谷：SNS などに関しては入学時や実習に行く時にもしっかりと教えている。 

当校でも、もう少し重要性を伝えるように取り組んでいこうと思う。また旅行会社の不祥事で、

保護者から旅行業界について聞かれることもあるが、「職業とキャリア」の授業内で学生に、その

辺は伝えている。 

有賀氏：２年生のいよいよ社会人になるという時期に頻度を上げて教えこむというのが良いと思う。 

立石 ：資格を考えると今のカリキュラムになるが、総合は現場レベルではどれくらい求められるのか。 

または国内は最低保持していたとして総合など、資格はどれくらい採用時重要視するのか。 

有賀氏：誤解の無いように。私は見ていません。総合は会社に入ってから取る資格と思っている。 

入社前に持っていると「凄いな」とは思うけど。あくまでも私見だが、資格試験よりも実務性、

人間性が必要である。 

酒井氏：専門学校生としては資格を取得した方が良い。それが専門学校で頑張ってきた証し、と思う。 



１年次は国内旅行業務取扱管理者を取得することに徹して、２年次は人間力にカリキュラムをシフ

トするような思い切った改革が必要ではないのか。まずは学生を集めることが重要。 

竹ノ谷：マーケットが縮小していることも事実。希望者がいないのが事実。高校の先生方もトラベルをす

すめない。大学と競合しており高校の先生は、トラベルであれば大学を進めている。トラベル

は、そのような背景があり難しい。都内のある学校では資格対策に特化している。企業の方も、

最低国内旅行業務取扱管理者を持っていれば良いとなると、もう少しカリキュラムを人間力に持

っていくことは可能と思われるので、少し考えたい。 

酒井氏：高校生がトラベルを選択しない理由というのは、旅行の仕事のイメージがない。中高生も一緒に

旅行へ行っているにも関らず添乗員に気づかない事がある。そのためイメージが沸かないように

思う。都内の学校は国家試験対策に特化したプログラムで良いと思う、この学校は思い切った改

革をして業界の知識力プラス、人間力がある学生を育てるといったやり方で学生が集まると思

う。業界知識と人間力を兼ね備えた学生なら、多くの企業がその学生が欲しくなる。 

資格持っていないより、持っている方がいいが、資格だけで仕事は図れない。 

竹ノ谷：ライセンスコース、ビジネスコースが以前あった。結果として絶対数は変わらなかった。 

ライセンスコースとビジネスコースの数から運営が難しく廃止した。総合旅行業務取扱管理者を 

少し軽くしていいと言う意見は検討の余地がある。 

酒井氏：ここまでトラベルの学生数が縮小しているので、思い切った改革が必要。 

山口氏：企業が求めている人材は、即戦力。就職率だけ見てこの学校に来る学生などは、資格なども考え

ず、目指す職業意識が低くいのかも。この学校を卒業した学生は非常に素直で良い学生が多い。

それをもっとうまく伸ばせればと思う。 

竹ノ谷：有賀様、なにか学生に感じることはありますか 

有賀氏：競争意識が薄い。向上心やライバル心が希薄に感じる。大学では教えられないが、専門学校で 

あれば教えられると思う。 

矢野 ：私の授業では、得点の TOP10 の発表や資格取得数ランキングなどを行っている。 

それにより奮起している学生も見受けられる。 

竹ノ谷：大学には行けるけど経済的な面でいけない学生や、大学に合格できない学生など混在しており、

大学進学など諦めてきた学生など色々いますので、その辺をどのようにフォローしていくかも重

要。 

山口氏：やはり面接では、その人の人的魅力が重要。そこを鍛えてほしい。 

酒井氏：この学校の学生はとても良い学生が多く、伸ばしがいがある。 

ぜひ人間力のある学生指導をして欲しい。 

 

 

【分科会】 テーマパーク科 

１．共通科目について 

茂野 ：前半でおこなった共通科目について、ご意見があったら伺いたい。 

伊藤氏：学校ではパソコン技術としてエクセル・ワード以外にもビジネスとしてどこまで教えているのか。

SNS も含めて学校で教えてほしい。当社ではデスクワークは少ないが、最近ではパーク内でタブレ

ットを使用し、個人情報（名前・顔写真）を扱う仕事がある。 

茂野 ：SNS についての注意事項などは企業実習前に指導している。パソコン授業でも SNS の取り扱いは 

行っている。当校のカリキュラムでパワーポイントを制作する授業があるが、職場では使用度は 

あるか？ 

伊藤氏：職場では既にできあがったものの画像を放送するが、社内での制作は殆どない。 

 

２．2017 年度カリキュラムについて 



茂野 ：カンドゥー特別授業実施について確認したい。今年度 5 月、夏季実習前にカンドゥー内施設での授

業を実施した。授業内容については学生の満足度が高く、今後も継続をお願いしたい。また、次年

度においては１０名以上の学生を想定しているが、受入可能であるか。 

伊藤氏：人数が多すぎると目が届かない場合があるので、座学と実技演習を分ける等、工夫して実施すれば

受入可能である。 

茂野 ：時期においては今回同様の５月の実施で問題はないか。 

伊藤氏：実施時期としては５月の連休明けは繁忙期前なので問題はない。次年度、入学者確定後に人数も 

含め、連絡を頂ければ対応は可能である。 

茂野 ：授業評価で使用した評価表はカンドゥー独自のものと異なっているが問題はないか。 

今年度に関しては言葉使い・身だしなみ等１０項目をお願いした。 

伊藤氏：評価項目は問題ないが、自己評価を入れ企業の評価を対比したものが良いと思う。また授業時では、

貴校の学生にこだわらず、参加したのなら「何か少しでも持って帰ろう」という意欲が少ように思

える。 

茂野 ：再度、校内においても特別授業の参加意義を徹底したい。 

 

３．業界に求める人材について 

茂野 ：カンドゥーとして求めている人材は、どのような人材であるか。 

伊藤氏：８月の夏休みおしごと感動体験（千葉市主催：2017 年 8 月 24 日実施予定）に当社も参加するが、

その際、貴校卒業生が自ら手を挙げて参加したいと申し出があった。当該卒業生においては昨年も

同企画に学校代表として参加しており今年度は企業代表として参加する。最近の若者に欠けている

「自らが考え、動く」という自主性を持った卒業生である。 

また、今年度より貴校夜間部テーマパーク科の学生を、カンドゥー内のレストランに配属した。学

生の配属先に関しては必ずしもレストランのスペシャリストを求めているわけではなく、意向とし

てはテーマパーク全体のスペシャリストとして勤務してもらいたい。求められる人材としては、ど

のような配属であってもテーマパークの職業意識を持って勤務できるような人間を求めたい。 

 

４．2018 度カリキュラムについて 

茂野 ：今後、専門科目のカリキュラム編成を考える上で、どのような能力が必要であるか。 

伊藤氏：特にプレゼンテーション能力、アナウンス力等、人にアプローチする力を養ってもらいたい。 

また、人を引き付けるような話し方や技術を学んでほしい。 

茂野 ：英語力に関してはどの程度のレベルが必要か。 

伊藤氏：アクティビティー（職業体験）においては英語でのご案内もあるので、ネイティブの従業員が 

いるが、まだまだ足りない状態である。 

瀧  ：当校では英語や中国語で接客場面での会話を強化していきたい。 

茂野 ：最近の新入社員のコミュニケーション能力についてはどうか。 

伊藤氏：コミュニケーションとれない社員も若干いる。学校だけではなく企業としても教育が必要である。 

茂野 ：今年度のテーマパーク科学生の就職先はホテル・商業施設・レストランなど多伎にわたっている。

サービス＋パフォーマンス授業を導入し、卒業時にはサービスとパフォーマンスの兼ね備えた学生

を社会に輩出したい。                                  

 

 

【分科会】 エアライン科・語学集中科・デュアル科 

１．平成 29 年度 4 月以降入学者カリキュラムについて 

湊：前回の分科会にて、平成 29 年度 4 月以降入学者カリキュラムの変更・追加点を報告した。 

1 年前期のみ終了したところなので、1 年後期終了後に実施状況報告予定。 



 

２．SNS について 

湊 ：エアライン業界はセキュリティが厳しいが、SNS の活用についてどう思われるか。 

石井氏：過去の例では、VIP ハンドリングを SNS に UP し削除要請となる失敗あり。 

業務上では、人材集めなどで Facebook を利用し、効果的だった。企業としての範疇で SNS 利用は

大事だが、個人情報拡散など注意すべき点が多々ある。 

鈴木氏：旅行パンフレットが出る前に、人気ブロガーにツアーに参加してもらい SNS に UP してもらうとい

う方法を実際に行った。個人情報等の問題はあるが、ビジネスツールとしては力を入れたいとこ

ろ。SNS 活用に際し、どのレベルが活用可否のボーダーラインなのかが難しい。 

松本氏：過去の空港会社による SNS アップが原因で、相手先企業様との関係が滞っている状況あり。 

企画に参加してくれるボランティア募集のため、SNS を利用している。企業として、SNS の活用は

あって良いと思う。 

湊 ：新人研修等で、SNS 利用についての注意や説明は行っているか。 

鈴木氏：個人情報取り扱いの注意の中で、SNS についても説明を行っている。 

湊 ：当校では、入学時に SNS の注意点について学生に伝えている。 

エアライン科の学生には、企業訪問時の内容を SNS に UP しないようその都度伝えている。 

矢口 ：SNS の脅威については、継続的に指導が必要 

 

３．英語検定について 

湊 ：各業種に分かれた受講コースとなっている「みんなの外国語検定」について、業界での認知度等ど

う思われるか。宿泊施設の仲居さんなどが、この検定を受けているとのこと。 

石井氏：会社では TOEIC 中心。半年以内の TOEIC レベルをチェックしている。 

松本氏：この検定の認知度は低い。この検定が履歴書に書いてあると、情報検索することになると思う。

会社では、TOEIC や英検を参考にしている。 

鈴木氏：空港では、英語・中国語のセミナーを行っている。 

 

４．空港は、過去 5年と今後 5年でどのように変わっていくと思われるか。 

石井氏：航空機ハンドリング＝人手でないと、ビジネスが成り立たない。システムが機械化されても、人

手は減っていない。国内線だと、全く人を介する事なく搭乗口に行くこともあるが、結局航空機

ハンドリングをするには人が必要。 

松本氏：空港で働く人が減っていくとは考えていない。インフォメーションカウンターに置いている検索

端末でお客様が検索を行い、分からなかった部分をテレビ電話にてお答えしている。2019 夏よ

り、スマートセキュリティの実施。お客様には、1番最初にセキュリティ、その次にチェックイン

といった流れで搭乗して頂くシステム。保安検査の際、お客様に良い感じ方をしてもらう取り組

みでもある。 

鈴木氏：外資系航空会社の方曰く、システムの機械化で人材減ったかというとそうではない。自動チェッ

クイン機、荷物預かりのそばには人が必要。自宅でタグを出せるようになる時代が来る。スタッ

フ（人）に深い知識がなくても機械の誘導に従うことで手続きができる時代は来る。団体客の機

械チェックイン時等で、案内要員としての仕事もある。インバウンド旅客については、行先を訪

ねられたりすることも多く、機械には出来ない人の説明が必要となる。 

矢口 ：カーゴコースの更に充実させるために何か意見はないか。カーゴ事務より GH(グランドハンドリン

グ)希望の学生が多いが、学校に GH の設備がない。高校生向けの説明会で、どんな魅力を出せばよ

いか。現役は難しいが、GH 経験がある方に講師として来て頂けたりはしないか。 

湊 ：GH 入門の授業内で、マーシャリング等の GH 業務を教わっているが、それ以外の授業はカーゴ事務の

内容が多い。入学時の学生は、GH 希望者が多い。 



松本氏：GH の仕事は幅広く、学生はどんな仕事をしたいと思っているのか。ジェットスターのように、１

人でいろんな仕事が出来るという会社もある。GH 女子が、５年前に比べると増えている。 

 

矢口 ：現状の離職状況はどうか。 

石井氏：空港のリクルートは厳しい、当社で言えば、４月入社が退職する夏過ぎ頃から補充としてまたリ

クルートが始まる。退職理由としては、シフト勤務が厳しい、介護等でフルタイムが厳しいとい

う者もいる。同じ仕事内容、給与でも空港だとシフト勤務になるため、退職につながっている。

同じ仕事内容であれば、空港での業務と空港外での業務は勤務時間に差があり、空港での２４時

間シフトが、日本の社会には合っていない気がする。 

鈴木氏：若い年代の人が辞める理由に、シフト勤務で自宅と空港の往復のみとなりプライベートがないと

いう者がいる。バブル期に一流企業に入社し、その後やりたい仕事に就きたいと思った人が退職

後添乗員となるケースもある。 

矢口：キャリアアップ考えての転職はどうか。 

松本氏：インフォメーション業務でスキルアップし、エアライン業界への転職者もいる。語学力を身に付

け、海外での仕事に転職する者もいる。 

矢口 ：昔は、長いスパンで育てるという考え方だったが、今は短い期間で業務をこなせるようになる必

要があるように思う。短い期間で業務が身に付かない者は離職につながる可能性もある。 

鈴木氏：内定が決まってから、内定先企業にいる先輩と話せる機会があれば、入社前と入社後のミスマッ

チも防げると思う。 

松本氏：専門学校生の方が、大学生よりも先輩・後輩のつながりが強い気がする。内定が出てから、OG か

らのフォローアップも行わせたいと思うし、卒業生の活用も行って頂きたいと思っている。 

 

 

【分科会】 ホテル科・ブライダル科・デュアル科 

１．共通科目 （全体会からの補足事項） 

足澤 ：当校では必須とされる国家資格受験がなく、専門分野以外の各科共通科目を取り入れることが可能

となる為、中村学園では当校がモデルケース的に行っている。 

飛田氏：新人教育に関しては、基本的には企業側でしっかりと行うのは当然ではあるが、学生時代のフラッ

トな環境で社会人としての基本的な知識を学ぶ必要性を理解してほしい。また、近年の新入社員は

電話応対に対する抵抗感が強い為、電話が鳴っても取らない傾向にある。学校教育で一般的な電話

応対が出来るようなカリキュラムがあると良いのでは。 

國府氏：全体会でも話があったが、離職率を減らす取り組みとして、OB・OG 訪問を行ってみてはどうか。訪

問を通じて、訪問日時の確認連絡や、訪問時の会話などからビジネスマナーが身に着くのではない

か。また、OB・OG からしても良い刺激となりお互いの成長につながる為、双方にメリットがあると

考える。 

 

２．2017 年度カリキュラム説明 

澤田：専門必修科目全般的には、業界中心の授業をベースとしカリキュラム構成を行っている。業界との直

接の関連性はないが、サービス介助士・チャイルドケアオブサーバー等の資格取得を必須としている。

電話応対については、検定対策を含めカリキュラムには入れてはいるが、検定結果を含め学生自身が

電話応対に対する必要性を理解していない状況である。また、昨年度より本会議にてご意見を頂いた

「英語力強化」を図る為に取り入れた「TOEIC 対策講座」は順調に成果を上げている。 

-16 年度 6月 17 名受験 17 年度 6月 15 名受験（平均スコア 16 年度 272.6 17 年度 304.6） 

足澤・小川：ブライダル科では、特に電話応対と言った授業はカリキュラムには無いが、「話し方入門Ⅰ・

Ⅱ」の授業でプロの司会者による講義を行っている。 



國府氏：電話応対を含め、ロールプレイを中心とした授業運営が効果的であると考える。その為必要とされ

る授業においては、積極的に取り入れ即戦力として活躍できるように育成して頂きたい。 

海外のホテル学校では、簡単な調理を学ぶ環境が整っている。近年ホテル現場では、調理部門の採

用が非常に厳しくなってきている。多少の調理技術を学べるホテル学校が日本にあっても面白いの

ではないか。 

今後の宿泊スタイルとしても需要が増えると予測される「民泊」についての仕組みや今後の動向な

ど学ぶ授業を取り入れてみてはどうか。また、ブライダル科では今後のブライダルビジネスを考え

るような授業を取り入れ、今後の業界を活性化させるような人材を育成できるような授業が必要と

感じる。例としては SNS を有効活用とした、若年層が興味を持つ商品企画などが提案できるような

人材の育成。 

飛田氏：見たり、聞いたりするだけでなく、実際に体験することにより業界に対する理解も深まる。 

最終的には、離職率を押さえる結果に繋がると考える。学校内で行う授業の他に、実際の現場で体

験する機会を増やすことが必要ではないか。企業側の受け入れが困難な状況も多いかと思うが、出

来る限りの協力はさせて頂きたい。 

現在のカリキュラムにある「神前式研究」は非常に貴重な授業だと思う。キリスト教式が中心商品

であるブライダル業界ではあるが、ウエディングプランナーの知識としては必要不可欠である。ま

た、検定試験などでも神前結婚式の内容については多く出題されるため、必要な授業と考える。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2017 年度第 2回教育課程編成委員会議事録 
 

（トラベル科・鉄道科・テーマパーク科・エアライン科・語学集中科・ホテル科・ブライダル科・デュアル科） 
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企業側（7 名） 

【トラベル科・鉄道科・デュアル科】 

・有賀 義信氏（一般社団法人日本旅行業協会関東支部千葉県地区委員会 委員長） 

・只隈 修一氏（株式会社日本旅行千葉教育旅行支店 リーダー） 

 【テーマパーク科】 

・伊藤 弘美氏（イオンモールキッズドリーム合同会社 パーク運営グループマネージャー） 

【エアライン科・語学集中科・デュアル科】 

・石井 光彦氏（株式会社旅行綜研  代表取締役） 

・岸本 達也氏（一般財団法人成田国際空港振興協会総務部部長） 

【ホテル科・ブライダル科・デュアル科】 

・船曳 勇一氏（京成ホテルミラマーレ  取締役総支配人） 

・飛田 和子氏（公益社団法人日本ブライダル文化振興協会 人材育成委員会委員） 

 

学校側（1１名） 

瀧・矢口・足澤・竹ノ谷・湊・北原・澤田・小川・矢野・茂野・石神 

 

議 

 

 

事 

 

 

録 

 

 

【全体会】 

 
1.校長挨拶（瀧） 

職業実践専門課程は 2014 年４月にスタートし現在４年目を迎える。 

企業と連携をとり職業人の育成、実践教育の向上・具現化を目指し、教育者の育成。計画→実行→検証のアクショ

ンの検証を行っていくことを目的としている。 

昨年度 2016 年度２月認定数は 150 校 240 学科が認定。2018 年 4 月で 902 校が職業専門実践課程認定を受け

ている。全国 2,817 校中、902 校、約 3 割の学校、2,773 学科が認定されている。 

2018 年問題、18 歳人口が減っている中で競争が激化していくであろうと考えられるが、現状当校の募集は好調

で、次年度は今年度以上の学生数を確保している。 

今後も企業の皆様との連携をさらに強化していきたいと考えており、ご協力を賜りたい。 

 

2.学内状況報告（矢口） 

募  集 : 次年度募集は今年度と比較し好調。 

就  職 ： 9 割ほど決定している。 

退学者 ： 現在 5 名 

 

3.新任委員紹介（矢口） 

・一般社団法人成田空港振興協会 岸本達也氏  

 

4.2018 年度共通科目について 

<変更点> 

・コミュニケーション ： 授業時間数には含めず、共通科目より除外。 

・就職筆記対策 ： 就職早期化ため 2 年次前期までの 3 期から 1 年次前期・後期の 2 期へ変更。 

・ビジネスマナー : 電話応対演習、企業向けのメールや手紙の書き方等を 1 年次前期に設定。 

・Let’s Speak English ： 2 年間通年で実施。 

 



矢口 ： 「就職筆記対策」、「Let’s Speak English」は能力別クラスとしていたが、より細分化した能力別クラスで学生

に細やかに対応できる授業運営を行う予定。 

      前回ご指摘のあった SNS の扱いについても継続的に検討していく。SNS の恐ろしさについては学内で伝

達し、指導をしているが、企業内の新人研修指導などでどのような取り組みをしているか、情報共有をお

願いしたい。 

船曳氏 ： 企業では広報戦略上SNS をツールとして利用している。例えばレストラン予約やインターネットでの見せ

方は常に考えている。モラルの問題としては過去にホテル従業員の SNS を利用したつぶやきでホテル

稼働率が 12％落ちたと聞いている。今後の問題として検討したい。 

矢口 ： 働き手不足で求人の多い状況である。そういった中で、業務研修（在学中に行う内定先企業での実地研

修）にて学生自身が早い段階で自分に合わないと判断し、学校に相談せず辞退という結論に至るケース

が見られる。前回皆様にご意見を頂いている『たくましい人材、すぐに辞めない人材』を育てたいと思って

いるが、就職の早期化により 1年次に授業等を詰め込まなければいけない状況となり、就職活動の落ち着

いた 2 年次に時間の余裕ができる状況がうまれている。 

瀧 ： 専門学校の立ち位置として、職業訓練となる専門教育も必要であるが、入社をしてすぐに辞めない人間、精

神力を養うことが重要かと思われる。 

この後の学科別の分科会でも話しあってもらいたい。 

 

【分科会】トラベル科・鉄道科・デュアル科 

 

1.情報セキュリティ・個人情報の取り扱いについて 

 竹ノ谷 ： JATA としての対応を伺いたい。 

 有賀氏 ： JATAに属する各企業が個々に社員教育の一環として行っている。 

    個人情報やコンプライアンスの意識が希薄なので ITセキュリティに伴うWeb試験等を導入している会社

もある。数か月に一度受験を義務付けており、繰り返し行う事でネットに対する意識を変えるようにして

いる。旅行会社全般でほぼ何かしらの対策を講じていると思われる。 

竹ノ谷 ：次年度以降のカリキュラムでもリスクマネジメント等を意識した授業を行うにあたり、学生の生活環境内に

ないもの（ネットメール ＜ LINE）を授業で教えていく難しさを感じる。就活においても毎年様々な問題が

発生している。 

有賀氏 ： 校長が話していた通り、職業訓練校として実際の現場で教えている内容や必要なことは専門学校として

教えていくべき。大学ではそこまでの内容は教えておらず、社会に出てどの業種であっても ITセキュリテ

ィやコンプライアンスの件は知っていて損はない内容だと思う。 

 

2.2017 年度専門科目について 

竹ノ谷 ： 前回の教育課程編成委員会で出た意見をどのように活かしているか報告したい。 

矢野 ： 国際化に向けての対策として「English Communication」やパソコン操作に関して「パソコンスキル」という授

業を導入し、共通科目内で補えない部分を強化した。 

２年次に「ニュースディスカッション」を導入し、社会に出る上で必要な情報を取る意識付けを行いたい。 

 竹ノ谷 ： 2019年度より「トラベル科」から「観光科」へ変更するため手続きを進めている。それに伴い科目名や科目

内容の精査を行い、前回お話しいただいた「科目数の増加」を解消すべく今後更に検討していく。また、既

存の科目では対応できていなかった『目的を創造する』や『感性を磨く』といった内容に沿った授業を展開し

ていくことでトラベル科と観光科の違いを明確にしていく。その中で観光に関わる様々な職種や業界を目指

す人材を育てていくことを目標とし、今までお話しいただいた内容も踏まえてカリキュラムを構成していきた

い。 

只隈氏 ： 科目数が多くなっているように見える。その点は問題ないのか。 

立石 ： 現時点でのカリキュラム案となっている。ここから更に内容を検討したうえで、分かりやすいカリキュラムを 

作成するために内容の精査・統合を行い、授業実施時期も考慮し変更していく予定である。 

竹ノ谷 ： 今後の課題として各企業や自治体とコラボレーションし、産学連携を強め、広く周知していきたいが、企

業として何かご提案いただけることはあるか。 

 有賀氏 ： OTA（インターネットで旅行取引を行う）業務が多くなっている中で今後の旅行業の主軸は「地域交流」

となっていく。都内との差別化を含めて千葉県の学生という特性を活かし、地域の専門学校だからこそ



行えることを検討してほしい。カリキュラム内に DMO（地域観光を積極的に推進する）を学ぶ授業があ

っても面白い。大学には出来ないカリキュラムやプロジェクトとして取り入れることも良いと考える。 

各自治体もそういった人材を求めていると聞いている。 

 竹ノ谷 ： 何もない状況から仕掛けづくりを行い、生み出す能力を持った人材育成を目的としたカリキュラム構成

や授業運営を行っていきたい。 

 只隈氏 ： 個人旅行はすべて OTA に集約されてきている中で、営業職の存在価値が変わってきている。 

また、それぞれの時代に合わせた対応も必要となっている。 

2020 年オリンピック開催だけでなく、その後を見据えた考え方や国際感覚、意識も必要となる。 

カウンター業務が少なくなる一方で、Web の出来る人材が今後は必要となってくる。 

 

3.人材育成について 

竹ノ谷 ： 新入社員等を教育する中で、学校で教育しておいてほしいという事はあるか。 

 只隈氏 ： 大学生と専門学校生とでは少し違うが、アルファベットの呼び方（A:Able/B:Baker）や地理は最低限必

要。基本的なパソコンスキルが必要である。 

詳しい知識はないが、あるものを利用し自分で探してどうにかしようという考えを持っている人は飲み込

みが早く感じる。そこに至る前段階で Word や Excel の知識が最低限あればよい。 

有賀氏 ： 社会人基礎研修は社内やOJT 研修でも学ぶが、学習する機会が在学中にあることはありがたい。 

企業も同じだが、危機意識とかそういった事柄を学ぶ機会を多く作ることが必要となってくる。 

  只隈氏 ： 危機意識といえば、昨今の新入社員は「叫ばない」人が多い。何か失敗した際や分からない時に自分 

  が困っているサインを出さないので把握が難しくなってきている。 

 竹ノ谷 ： 早期離職者に対しては、企業としてはどのような対応を行っているのか。 

 有賀氏 ： ダイバーシティを掲げている企業なので取り組みは行っている。 

例えば（女子会のような）女性の社員研修を行い、挙がった意見を上層部が実現する等している。 

最近で言えば「一生をその会社で過ごそう」と考える社員は少なく、5 年後には転職を考えるという人

が殆どである。「離職する」という考え方が今の学生世代と自分達の世代では異なると思うことが多い。 

 竹ノ谷 ： 自分に対する可能性を高く評価している学生が専門卒、大卒問わず多い点については、企業の方も       

        学校としても同じように感じているようにおもう。 

 有賀氏 ： 最近の人事面接に携わっているが、良い意味でも悪い意味でも受験者は素直に意見を述べてくる人

が多い。企画造成に対しての希望が多いのは昔からあるが、最近は「それ以外は受け付けない」という

希望まで明言するので、自分に対しての可能性を高く考えている表れなのだと思う。インバウンド関連

や海外支店勤務などの希望が多い。逆にツアーコンダクター等は現状では希望者が少ない。 

そういった観点からも「トラベル・旅行」という学科より「観光科」という学科の観点は世の中のニーズに

合っているように感じる。 

 竹ノ谷 ： 今は『旅行≠観光』という認識があるが、旅行業界が観光業全般をつないでいるイメージがあるので、 

トラベルの授業は残しつつ、先にご意見頂戴した千葉県の学校としての地域交流や情報発信力のあ

る学生を育てる学科にしていきたい。 

今後も様々なことを機会として捉え接点を持っていく必要がある。 

 

【分科会】テーマパーク科 

 

1.共通科目について 

茂野 ： 就職の早期化で1年次においてまずは実習先に送り出す準備としてビジネマナーを中心にカリキュラムの

設定をしている。企業側として実習生を受け入れるにあたり学校教育で必要な内容があればご教授頂きた

い。 

伊藤氏 ： 業界スキルよりもまずビジネスマナーという点は共感できる。様々な年代の従業員が勤務をしている中

でビジネスマナーを学ぶことが出来るのは、学生か社会人１年目だとおもう。 

特にメールで企業宛担当に「様」をつける、メール文末はどのように終えるか等、今しか学べないことは

多いと感じる。また現在は LINE や SNS でのやり取りが日常化しているが、遅刻や休みの連絡を LINE

で行う、遅刻する際も勤務予定時間を過ぎてから連絡する等が発生しているので今後企業としても考え

ていきたい。また企業内でのグループ LINE の在り方も考えていきたい。 



茂野 ： 引き続き、企業に実習の受入れをして頂く場合の注意喚起、ケーススタディや TPO に応じた対応など、再

度見直しを検討したい。 

2.2018 年度専門科目について   

・新規科目 ： 『テーマパーク演出』 スマートフォン等での映像の作成をする授業を実施する予定。 

・新規科目 ： 『ゲストサービス』 接客での必要最低限の敬語・接客技能を習得する予定。 

・既存科目 ： カンドゥー特別連携授業『テ―マパーク研究』 

   5 月内（学内で１日・カンドウー内施設で 1日）の計 15 時間を検討している。 

   今年度は 7 名の受入れであったが、次年度は 20 名を超えることから精査が必要。 

   受入人数は１度に 10 名以下とし、内容が濃いものとしたい。 

       

3.業界が求める人材に関して 

伊藤氏 ： 御校学生で現在就業している学生に対してお客様よりご意見を頂いた。 

熱いスープで衣服汚損が発生した際、お客様のお怪我の具合を聞かず、衣服汚損の対応を優先してい

た。我々の対応としても考えさせられたが、お客様の求めるものを敏感に察知し臨機応変に対応できる

業界人を育成したい。一方で御校卒業生が自分の担当では無い業務（繁忙時に状況を見てお客様誘

導)を臨機応変に実行していた事例があり、とても助かっている。 

茂野 ： 学内のカリキュラムでも実務に伴ったクレームやお客様対応などケーススタディを通じ、知識と実技を基本

習得した学生を送り出したい。 

 

4.次年度実習受入に関して 

茂野 ： 夏季実習受入れについて 6 月中旬～下旬に決定、8 月より本格始動する形で進めたい。 

伊藤氏 ： 受入れはできる方で進めたいが、８月が繁忙期であるため、７月の数日間オリエンテーション実施を 

希望する。 

 

【分科会】エアライン科・語学集中科・デュアル科 

 

１．2018 年入学者カリキュラムについて 

エアライン科の 2018 年入学予定者は 40 名（エアポートサービスコースの入学者増）となることを報告。 

・カリキュラムの新規科目や内容変更は次の通り。 

<3 コース共通> 

新規科目 

・時事研究（1 年前期） テーマを与えてまとめて発表 

・業界研究（1 年後期） グループワーク 

・Japanese CultureⅠⅡ（1 年前期・後期） 

・地域学習（2 年後期） 地域ボランティアとして、語学サポートや清掃など 

内容変更 

・海外研修 TOEIC 得点アップのため日本人教師による授業と、外国人と一緒に受ける授業を半分ずつ実施。 

<CA・サービスコース> 

新規科目 

・英語基礎文法ⅠⅡ/Ideas & OpinionsⅠⅡ（1 年前期・後期） 

→スピーチコンテストを目標とする授業内容。英語力に差があるため、2 つにクラス分け。 

-①英語基礎文法ⅠⅡにて中学英語のやり直しを図る 

-②Ideas & OpinionsⅠⅡにて世界のトピックについて英語で意見を言う 

<カーゴコース> 

内容変更 

・企業実習 JAL カーゴでの実習に加えて、JASCO の実習を追加 

 

岸本氏 ： 語学力に関しては、専門卒と大卒では TOEIC スコアに 100 点ぐらいの差がある。力を入れてほしい。 

NAA からインフォメーション業務への要求レベルが上がっている。中国語、韓国語が出来る学生を求

む。また、手話を強化しており、5 級・4 級の取得まで会社で教育を行っている。 



湊 ： ハーフなどで中国語は出来るが、英語が出来ない学生についてどう思われるか。 

 

岸本氏 ： 中国語と日本語が出来る人の活用を考えているところ。ただし、英語力は必要。 

韓国語の需要は中国語ほどない。韓国人は日本語が出来る人も多い。 

空港の新しい動きとして、来春からフィジーの学生を採用し、ラウンジや他空港内接客にて勤務する。 

これからもそのような採用が増えるであろう。 

石井氏 ： 添乗員もベースは英語力となる。知識が豊富な英語ガイドと中国語ガイドが 2 名一緒にバスに乗り、 

共通語を日本語として乗務。 

空港グランドスタッフは、韓国でリクルートしている。韓国は今就職難のため、日本での勤務が人気。 

日本人の採用が不足しているため、当社では広告費にお金をかけている。 

専門学校における専門教育は、新卒での勤務時はほとんど役に立たない。共通科目で社会人教育を 

取り入れているのは良いことだと思う。 

湊 ： 共通科目で学ぶマナーを他の専門科目授業でも活かすよう指導している。 

石井氏 ： 共通科目は学校の特色が一番出る部分で大事な部分だと思う。 

専門科目の地域学習の授業は、インバウンド学習につながる。 

 

2.その他 

 石井氏 ： 福岡の専門学校では、学生に制服で市内を歩かせて見られることを意識させている。 

        みられる訓練をした方が良い。 

岸本氏 ： エアライン系専門学校の学生は、型にハマった子が多い。面接時に質問しても面白さを感じない。 

基本の型は必要だが、それに加えて個性が発揮できる子が欲しい。 

インフォメーション業務は人に見られる仕事であり、就業して数年を経るとあか抜けていく印象がある。 

大卒の学生より専門卒の学生の方が成長率は高いように思う。 

矢口 ： 成長率について、例えば就職 5年後を比較した際に専門卒の学生は大卒の能力に追いついているか。 

岸本氏 ： 追いついている。 

矢口 ： 1 年次は、就職活動に向けた詰め込みのカリキュラムになってしまうため、2 年次に何か資格取得のカリキ

ュラムなどを検討したい。 

石井氏 ： 資格については、就職するためのものと、就職してからのもので学年によって目指す資格を整理したほ

うがよい。 

岸本氏 ： リーダークラスを育てるため、男子学生についても募集している。 

矢口 ： 企業連携についてスピーチコンテストや卒業研究の発表を企業様に見て頂くのはどうか。 

 

【分科会】ホテル科・ブライダル科・デュアル科 

 

1.共通科目について（補足） 

澤田 ： 就職筆記対策は就活の早期化を鑑み 1年次のみに変更。クラス編成も 3 段階の能力別クラスにて実施。 

前回ご意見を頂戴した電話対応について、必要性を認識し、ビジネスマナーや社会人準備講座を新規

科目として追加した。 

飛田氏 ： 電話対応で企業や人物評価が変わってくる。とても大事な授業だと思う。 

船曳氏 ： 電話対応以外にも、手紙の書き方やメールのマナーも大事。新入社員はメールのマナーを知らない人

は多い。マナーと同時に内容も大事。 

澤田 ： キャリアデザインでは、就活に必要な Yahoo!メールのアドレス取得、ビジネスメールの使い方やマナーを 

学ばせている。 

飛田氏 ： SNS の使用について企業側でも指導をしているが、学生時代から研修など受けさせた方が良い。 

大人でも使い方を分かっていないケースは多い。 

船曳氏 ： パソコンの授業ではワード・エクセルの他にパワーポイントの指導をして欲しい。 

ホテルやブライダルの現場では使用頻度が高い。 

 

2.2017 年度専門科目について 

澤田 ： ホテル科は中国語・韓国語や中国・韓国事情の授業を行っており、TOEIC 対策は能力別クラスで編成し



ている。 

小川 ： ブライダル科も来年度から TOEIC・英検対策授業を新たに追加し、外国語を学ぶ機会を増やしコミュニケ

ーション能力の向上に繋げていきたいと考えている。 

船曳氏 ： 先日もフィリピンからのお客様対応で御校学生がタガログ語で接客し、お客様がとても喜んでおられた。

ホテルの接客では英語プラスαの言語を話せるスタッフのニーズがある。 

ブライダル科の写真やムービーの授業は楽しそうだなという印象をうける。 

関連して日本人はパーティーでの立ち振る舞いが苦手。パーティーマナーを教えるような授業もあると

良い。 

足澤 ： フラワー＆クッキングの授業では、このような課題にも触れて実施する予定。 

飛田氏 ： 船上パーティーやクルージングディナーを学生に経験させる機会を設けても良い。ドレスコードもあり、

良い勉強になると思う。 

船曳氏 ： そういったことも学びの経験になると思う。海外ではこのような機会に触れることが多い。 

 

3.その他 

船曳氏 ： 業務研修で勤務している間に、内定先を辞退する学生がいるとのことだが、当社でもアルバイトで就業

している学生がいるが、入社前の辞退は聞いたことがない。 

学生の心構えなどが足らないのではないか。 

澤田・小川 ： ホテル科・ブライダル科の学生は企業実習を経験しており、この経験が大きなギャップなく始動でき 

ている理由だと考えられる。 

船曳氏 ： 当社のブライダル部門（婚礼受注）は外部委託での運営が始まった。 

今までにはない考え方・売り方で現状打破に努める。従ってブライダルの学生はプランナー異動がなく 

なってしまったが、御校卒業生は宴会サービスやレストランなどの持ち場で頑張ってくれている。 

                                          

以上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


